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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成25年12月19日(2013.12.19)

【公表番号】特表2009-510684(P2009-510684A)
【公表日】平成21年3月12日(2009.3.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-010
【出願番号】特願2008-532882(P2008-532882)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0568   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0569   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/38     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/60     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/62     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/058    (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １０２　
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １１３　
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １１４　
   Ｈ０１Ｍ   4/38    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   4/60    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   4/62    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １１５　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年10月28日(2013.10.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硫黄または硫黄ベース有機化合物、硫黄ベースポリマー化合物あるいは硫黄ベース無機
化合物を減極剤として含む正極（カソード）と、金属リチウムまたはリチウム含有合金か
らなる陰極（アノード）と、少なくとも１つの非プロトン性溶媒による少なくとも１つの
塩の溶液を含む電解質とを含む充電式電池であって、前記充電式電池が２段階放電プロセ
スの第１段階において電解質中に溶解性多硫化物を産生するように構成されており、前記
非プロトン性溶媒がスルホランであり、カソードの第１段階放電後に電解質中の溶解性多
硫化物の濃度が電解質中の多硫化物の飽和濃度の７０～９０％であるように、減極剤中の
硫黄の量および電解質の体積が選択されることを特徴とする、充電式電池。
【請求項２】
　前記減極剤が硫黄、カーボンブラックおよびポリエチレンオキシドを含む、請求項１に
記載の充電式電池。
【請求項３】
　前記塩が、トリフルオロメタンスルホン酸リチウム、過塩素酸リチウム、トリフルオロ
メタンスルホンイミドリチウム、ヘキサフルオロリン酸リチウム、ヘキサフルオロヒ酸リ
チウム、テトラクロロアルミン酸リチウム、テトラアルキルアンモニウム塩、塩化リチウ
ム、臭化リチウムおよびヨウ化リチウムからなる群より選択される１つまたは複数のリチ
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ウム塩である、請求項１または２に記載の充電式電池。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の充電式電池を２段階で放電する方法であって、
　前記充電式電池を、２段階放電プロセスの第１段階において電解質中に溶解性多硫化物
を産生するように構成する工程と、
　カソードの第１段階放電後に電解質中の溶解性多硫化物の濃度が電解質中の多硫化物の
飽和濃度の７０～９０％であるように、減極剤中の硫黄の量および電解質の体積を選択す
る工程と
を含む方法。
【請求項５】
　前記放電の第１段階が、２．５～２．４Ｖから２．１～１．９Ｖの電圧範囲で起こり、
前記放電の第２段階が、２．１～１．９Ｖから１．８～１．５Ｖの電圧範囲で起こる、請
求項４に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　実施例１からの正極を、ステンレス鋼製の小型組み立て電池で使用した。カソード表面
積は５．１ｃｍ２であった。電極を電池内で使用する前に、４００ｋｇ／ｃｍ２の圧力を
印加した。加圧後のカソード厚は１６μｍであった。トリフルオロメタンスルホン酸リチ
ウム（３Ｍ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎより入手可能）のスル
ホランによる１．０Ｍ溶液を電解質として使用した。Ｃｅｌｇａｒｄ（登録商標）２５０
０（Ｔｏｎｅｎ Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐａｎの
商標、およびＭｏｂｉｌ Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｆｉｌｍｓ Ｄｉｖｉｓｉ
ｏｎ，Ｐｉｔｔｓｆｏｒｄ，Ｎ．Ｙ．からも入手可能）をセパレータとして使用した。こ
れらの構成要素を組み立てて、正極／セパレータ／アノードを、セパレータおよび正極の
空き容積を充填する液体電解質と共に含む積層化構造体を組み立てた。電池を次のように
組み立てた。正極を電池中に挿入した。次に定速注射器ＣＲ－７００（Ｈａｍｉｌｔｏｎ
 Ｃｏ）を使用することによって、電解質４マイクロリットルを電極上に配置した。湿潤
電極の上にセパレータを置き、セパレータ上に電解質３マイクロリットルを配置した。次
に３８μｍ厚リチウム箔からなるリチウム電極をセパレータの上に置いた。電極スタック
を組み立てた後、テフロン（登録商標）シーリングを含有する蓋によって電池を密閉封着
した。硫黄の電解質に対する比は、硫黄１ｇに対して電解質１ｍｌであった。電池放電中
の多硫化リチウムの形での硫黄の完全な溶解の後、電解質中の最大硫黄濃度は、３１．２
５モル／リットルとして決定された。
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